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研究ノート
武道教育における死生観の一考察（2）
──『青年修養訓』を中心に──
A Study of the View of Death and Life in Budo Education: 
Focused on Seinen Shu−yo−Kun Part 2
髙瀬 武志
桐蔭横浜大学法学部
（2019 年 3 月 16 日　受理）
Ⅰ．はじめに
本研究は、桐蔭論叢 39 号 1）において研究
ノートとして発表した内容の続きであり、次
号の桐蔭論叢 41 号まで継続するうちの途中
報告でもある。前号の冒頭でも述べた通り、
武道教育における死生観について考察するに
あたって、講道館柔道（以下、柔道）の創始
者であり、日本を代表する教育家でもあった
嘉納治五郎（以下、嘉納）の著作である『青
年修養訓』2）に焦点を当てて研究をすすめる。
なお、本稿も「研究ノート」とし、未見資
料や未見項目等の不備もあることを最初に断
っておきたい。また、本稿で取り上げる部分
は、『青年修養訓』の第十一から第二十まで
とする。
前号でも述べた通り、武道教育のさらなる
普及・発展と深化を追及していくうえで、武
道教育における死生観の様相や時代的変遷を
明確にしていくことは意義深いものであると
考える。
Ⅱ．研究方法
本研究では、前号からの継続として、武道
教育における死生観のあり方を嘉納治五郎の
著した『青年修養訓』に求め考察をすすめよ
うとするものであることは前述した通りであ
る。具体的な方法としては、『青年修養訓』
にある記述を精読し、死生観に関わる記述を
抜粋し、その記述を比較し、行間を読み解く
ことによって、『青年修養訓』に込められて
いる死生観を明らかにする。そして、さらに
広い視座にたち武道教育における死生観を明
確にするうえでの一助としたい。
死生観とは、辞書的に解釈すると「死と生
についての考え方。生き方・死に方について
の考え方」3）とある。本論で取り上げる死生
観に関する捉え方は辞書的解釈をもとに考察
をすすめることとする。
桐蔭論叢 39 号においても指摘したが、『青
年修養訓』は嘉納の教育者としての思想の集
大成に近い形で著しているものである。よっ
て本研究では『青年修養訓』に焦点を当てる
ことは前述の通りである。
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以下にその内容を示す各々の項のタイトル
を記すが、本論では、第十一自修から第二十
の実力までを研究対象としている。
『青年修養訓』
序　　
第一　わが国の青年に告ぐ　　
第二　生まれ甲斐ある人となれ
第三　立志　択道　竭力
第四　精力の善用利用
第五　遠大にして着実なる目的
第六　成功の要道
第七　偉人
第八　身体の強健
第九　摂生と鍛錬
第十　智能の啓発
第十一　自修
第十二　観察
第十三　注意力の修練
第十四　記憶と思考
第十五　精読と多読
第十六　科外の読物
第十七　学修上の心得
第十八　興味と努力
第十九　多方面に注意を向けよ
第二十　実力
第二十一　普通学と専門学
第二十二　試験
第二十三　天才
第二十四　賦性と修養
第二十五　修養と貧富
第二十六　品性
第二十七　本分
第二十八　俯仰天地に恥じず
第二十九　自頼自立
第三十　　勇気
Ⅲ．『青年修養訓』にみられる記述
『青年修養訓』の第十一から第二十までの
項目に記されている記述から死生観に関する
記述を抜粋すると以下の表１のようになる。
第二十一以降の記述に関しては、本誌次号
以降で取り扱うこととする。
表1
第十一　徳性の涵養に資する自修とは、詳し
く言えば己自らを省みかつ工夫するとい
う事である。（pp.218-219）
第十一　学を修めるにはすべからく自己の本
心から出るようにし、父母師長の督責を
待たず、造次にも忘れず、寝食にも忘れ
ないようにして、始めて功が成されるの
であって、またこのようにして功がなさ
れて始めてそれが千古不滅となるのであ
る。（p.219）
第十二　古来実業にあれ芸術にあれ科学にあ
れ、すべて人生の事業に成功したものは、
その人多くは観察の精細な人であって、
観察の疎漏な人で功を成し志を遂げたも
のは甚だ少ないのである。（p.223）
第十三　すべて身体が衰えればしたがって精
神作用も衰えるのであるが、注意力の場
合においては殊にそうなのであるから、
平日つとめて衛生の道を守り、かつ相当
の鍛錬をして身体を健全強壮にしておく
事を講ずるのが肝要である。（p.224）
第十四　記憶にせよ思考にせよ、いずれも精
神を能動的に働かせて始めて遂げられる
のであるが、その精神はいうまでもなく
身体に宿るものであるから、身体をよく
せねばこれらの作用をもよくする事は出
来ぬ。不規律な生活、興奮性の飲料を用
いる事、過度の労働、睡眠の不足などは、
少なからぬ障害を及ぼすものとして忌ま
ねばならぬのである。（p.236）
第十五　何となれば人間が社会に立っている
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からには、大なり小なりの一事をば必ず
成し遂げるという習慣がきわめて必要で
あるが、書物を精読し了するというのは、
ちょうどこの一事を成し遂げるという事
に当たるからである。今日でこそやや薄
らいだようであるが、維新前におけるわ
が国士人の中には、四書の中の一部もし
くは数部をば精読し熟読し、その極はほ
とんどこれを暗誦して常住坐臥その行動
を律する規矩としておったものが多いの
である。（p.239）
第十五　また鼠噛の学問といって、あれやこ
れやの本を少しずつ読むのでいずれをも
読み通さずに抛擲するなどは、学に志す
ものの固く避くべきことである。世に聡
明の資質を抱きながらなすこと無くして
終わるものの中には、この鼠噛の陋に陥
ったものも多いのである。実に慎み謹ん
で遠ざくべき悪癖である。（p.241）
第十七　松平定信が「酒を飲み、色に溺れ、
または過食などして、病を生ずる類少な
からず。愚俗の者は、それにも懲りずし
て、酒を止めんともせず。ただ学問のみ
を、病生ずとて嫌うは何故なるか、尋ぬ
べし笑うべし」といって、薄志弱行の徒
を笑っているが、今日の学生にはこの点
に深く反省を要するものがあるのである。
（pp.253-254）
第十七　学修上の心得としては瑣細な事のよ
うに思われるものもあるけれども、決し
てそうでない。螺旋釘一つ緩んでも時計
は狂う。機関の一小局部に故障が起こっ
たために全体の運転が中止することのあ
るように、瑣細と軽んずる事が意外に重
大な影響を及ぼして来るのであるから、
学生たるものはこれらの件々に綿密に注
意して学業の大成を図らねばならぬ。
（p.254）
第十八　鼓勇一番して寒風中に労作すれば、
初めは苦しいがやがて暖になると同様に、
厭な事もたとえ一時は苦しいにせよ、そ
の苦を凌ぎさえすればそのうちには自然
に興味が生ずるのである。（pp.255-256）
第十八　他の一法として、かくの如くいやな
場合には将来の進歩または成功を仮定し、
その時の心持ちを試みに想像してみれば、
その学科に対するいやな気をば容易く減
じ得るものである。（p.256）
第十八　教授者の側から見て、幼弱なる生徒
の精神を苛酷に苦しませるのは決して賛
すべき事ではないが、さりとていつまで
も骨を折らせないというのは、いわゆる
平家の公達を作るのであって決して感服
すべきことではない。（p.256）
第十八　やや困難な宿題を取って、百方に思
索を重ね実演を試み左支右吾しても更に
屈しないで、流れる汗も疲れる力も意と
しない雄々しい心を振った結果、ついに
一道の光明に接し得たならば、その心持
ちはどんなにあるであろうか。ただにそ
の光明に接する事が満足なばかりではな
く、その光明を得るようになるまで自己
の能力が進んだかと思えば、満足は更に
一層増すであろう。本来満足とか興味と
かいうものは、ただそれ自身で学生に価
値があるのではない。そうしてそれらは
仕事をする時に求むべきものではなくて、
仕事を終わった後に来るようにするのが
よいのである。（p.257）
第十八　運動とても学科の学習と同様に、努
力して困難に打ち勝ち、たとえば寒風を
物ともせず、炎暑をも構わず、筋肉を錬
り精神を鍛うて健康強壮の状態に達し得
たならば、それこそ最大の興味ではある
まいか。人が独立生活を営んでいる以上、
髙瀬 武志
20
繁劇怱忙な事はその職の上下甲乙を問わ
ず同じ事である。（p.258）
第十八　学生たるものは身心における習慣を
成立せしむる時期からして深く心に掛け
て、むしろ奢侈に近い満足や興味を欲す
る習慣を避けて、容易に何時でも運動を
取り得るように、心身を習わしおくがよ
い。（p.259）
第十八　要するに吾人の人格を陶冶するもの
は安楽ではなくて努力である。便宜では
なくて奮闘である。人生の如何なる位置
においても、確実な成功を得ようとする
には、是非ともまずこの努力奮闘をせね
ばならぬので、これらは実に吾人の良師
であり恩人なのである。（p.259）
第十八　学生時代にあれ、独立生活の時にあ
れ、興味の有無に関せず、自ら努力をも
って事に従い、努力の結果を楽しみ、本
分の遂行そのものに興味を感ずるように
するのは、これ自己を鎚鍛琢磨する所以
であって、そしてまた自己を精金美玉に
する成功の神髄である。これを守りこれ
を行う人の将来は、実に洋々として春の
海の如きものがある。（p.259）
第十九　人間が社会においてそれぞれ自己の
職分に従事するに当たっても、その職分
に対して全力を傾注すべきはもちろんの
事であるが、しかし一方にその全力を傾
注するという事は、決して他方に多少の
事業をなすべき余力を残さないという事
にはならない。（p.260）
第十九　人いやしくも独立生活を営み、また
それを長く営み得るようにしようと思え
ば、その職業に勢力を集注し精励奮進わ
き目もふらないようにすべきは、今改め
て述べるまでもないことであるが、その
職業に心を専らにするのと矛盾しない形
において心を他の方面に向けるのは、常
に妨げないのみならず、かえって職業そ
のものにも間接に利益を及ぼす事がしば
しばあるのである。（pp.261-262）
第十九　ただ一個の職業のみに専心して、他
に少しも注意を向けないという事は頑冥
固陋に陥る基であって、己の職業のみ尊
いというような誤謬の念を抱き、自己の
職業が社会のすべての職業中において何
等の位置を占めているかも覚る事が出来
ないようになる。これに反し常に注意を
多方面に向け、政治・法律・文学・理
学・美術・風俗・習慣等をもって思念の
材料としていれば常識はますます発達し
その心はゆったりとして、自己の家族に
接するもはた他人に接するも、一種の味
わいある人として迎えられ、また自身に
おいても思念の材料が豊富であるから一
生を愉快の裡に送ることが出来るのであ
る。（p.262）
第二十　青年者たるものは、ゆめこれを忘れ
てはならぬ。実力さえあれば、よしや一
定の職業を望んで得られなくても、他に
何程でもこれを発見する事が出来るので
ある。学校の卒業証書は一時を保証する
事は出来るけれども、永遠に保証する事
は出来ぬ。その永遠の保証をするものは
実に実力そのものである。（p.268）
Ⅳ．考察
本稿では、『青年修養訓』の第十一から第
二十までの項目にみられる記述の中で、死生
観について読み取れる記述を抜粋し、考察を
行った。
まだ、未見の項目や資料も多くあることか
ら、結論を述べるには至らないが、進捗状況
としての特徴、キーワードになり得る部分は
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述べておきたい。
『青年修養訓』の第十一から第二十にみら
れる記述の中で、死生観に関する部分のキー
ワードとして、身体を鍛錬し健全強壮に保つ
こと、四書などの書物を精読し学問にも精励
奮進すること、総じて日頃の行いを律し努力
して困難に打ち勝つことが重要視されている。
それは以下に記す記述からも読み取れる。
「すべて身体が衰えればしたがって精神作
用も衰えるのであるが、注意力の場合にお
いては殊にそうなのであるから、平日つと
めて衛生の道を守り、かつ相当の鍛錬をし
て身体を健全強壮にしておく事を講ずるの
が肝要である 4）」
「運動とても学科の学習と同様に、努力し
て困難に打ち勝ち、たとえば寒風を物とも
せず、炎暑をも構わず、筋肉を錬り精神を
鍛うて健康強壮の状態に達し得たならば、
それこそ最大の興味ではあるまいか。人が
独立生活を営んでいる以上、繁劇怱忙な事
はその職の上下甲乙を問わず同じ事である
5）」
「学生時代にあれ、独立生活の時にあれ、
興味の有無に関せず、自ら努力をもって事
に従い、努力の結果を楽しみ、本分の遂行
そのものに興味を感ずるようにするのは、
これ自己を鎚鍛琢磨する所以であって、そ
してまた自己を精金美玉にする成功の神髄
である。これを守りこれを行う人の将来は、
実に洋々として春の海の如きものがある
6）」
特に身体を健全強壮にし、学問を追及する
努力をもって実力をつけることが求められて
いることも特徴として挙げられよう。
第十一から第二十までの項目における記述
中では、「死」についての言及は少なく、「学
問」や「努力」による「生」あるいは「生き
方」の部分の言及が多い点にも特徴がある。
また、前号までの記述同様に多くの武士や
偉人の紹介を交えながら、武士道に通じる訓
育が散見される。その一例として以下の記述
が挙げられる。
「松平定信が「酒を飲み、色に溺れ、また
は過食などして、病を生ずる類少なからず。
愚俗の者は、それにも懲りずして、酒を止
めんともせず。ただ学問のみを、病生ずと
て嫌うは何故なるか、尋ぬべし笑うべし」
といって、薄志弱行の徒を笑っているが、
今日の学生にはこの点に深く反省を要する
ものがあるのである 7）」
以上のような武士や偉人の生き方や訓話、
教訓を例題とした記述は『青年修養訓』の中
にも多く見られる。このようなことからも嘉
納の思想の根底には武士道の思想があること
は否定できないと考えられる。
Ⅴ．まとめと今後の課題
本稿における「はじめに」で述べたように、
今回も『青年修養訓』の中に未見項目もある
ことから、「研究ノート」として、桐蔭論叢
39 号からの継続としてすすめてきたものを
現段階の進捗状況と今後の展望を示すに留ま
る 8）。さらに次号では『青年修養訓』の第
二十以降の記述の精査をすすめ、武道教育に
おける死生観の様相を明らかにすることを今
後の課題としたい。
【註】
1）	「桐蔭論叢」編集委員会編『桐蔭論叢』第
39 号．2018．
2）	 嘉納治五郎『嘉納治五郎著作集』第一巻，
五月書房，1983．
3）	 新村出編『広辞苑』第五版，岩波書店，
p.1172，1998．
4）	 嘉納治五郎『嘉納治五郎著作集』第一巻，
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五月書房，p.224，1983．
5）	 嘉納治五郎『嘉納治五郎著作集』第一巻，
五月書房，p.258，1983．
6）	 嘉納治五郎『嘉納治五郎著作集』第一巻，
五月書房，p.259，1983．
7）	 嘉納治五郎『嘉納治五郎著作集』第一巻，
五月書房，pp.253‒254，1983．
8）	 次号において、『青年修養訓』の第二十一
から第三十までの項目における記述の精査
を終え、第一から進めてきた本研究の総括
を述べる。
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